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現在， 世界で ウ イ ル ス あ る い は ウ イ ル ス 性 と 考 え ら れ

て い る ブ ド ウ の病害 は 30 数種あ り ， 約 30 種類の ウ イ ル

ス がブ ド ウ か ら 検出 さ れて い る (BOVEY et al. ， 1980) 。

そして こ れ ら の う ち の 20 種類が昆虫， 線虫， 土壌菌 に

よ り 媒介 さ れ る こ と が明 ら か に な っ て い る (表一1) 。 こ

れ ら の う ち 世界中 に 広 く 発生し， 被害の大 き い も の と し

て ， フ ァ ン リ ー フ 病 と リ ー フ ロ ー ル病があ げ ら れ， 特に

ヨ ー ロ ッ パ， ア メ リ カ で は フ ァ ン リ ー フ 病に代表 さ れ る

線虫媒介性の も のの被害が問題 と な っ て い る 。 一方， わ

が国 で は ブ ド ウ フ ァ ン リ ー フ ウ イ ル ス (GFV) が試験

研究機関 に保存 さ れて い る 外国か ら の導入品種に時折検

出 さ れ る 程度 で， GFV を媒介す る 線虫 も 生息して い な

い こ と か ら ， 一般栽培園 で本病が ま ん延して被害 を 出 す

こ と は な い。

わが国で ウ イ ル ス 病が栽培上問題 と さ れ始め たのは 甲

州の味無果が接 ぎ木伝染し， ウ イ ル ス に よ る ら しい と わ

か っ て か ら で あ る 。 味無果病な どの研究か ら ， わ が国の

プ ド ウ が リ ー フ ロ ー ル病や フ レ ッ ク に 広 く 感染して い る

こ と が明 ら か と な り ， こ れ ら の病原が着色不良や糖度低

下 と 関係が あ る こ と が明 ら か に さ れて き た 。 そのほ か キ

ヤ ンベ ル ア ー リ ーの萎縮病， 巨峰な ど に 発生す る えそ果

病の病原 ウ イ ル ス が明 ら か に さ れ， さ ら に葉 に モ ッ ト リ

ン グ症状 を 現して い る プ ド ウ 樹か ら tobacco necros i s  

v i rus や potyv i rus グル ー プ に 属 す る ウ イ ル ス が病原 ウ

イ ル ス と して分離 さ れて い る 。 ま た ， ブ ド ウ に広 く ウ イ

ロ イ ド が潜在感染して い る こ と が明 ら か に さ れて い る 。

最近， 一部の栽培地 に お い て 巨峰， 甲斐路， 赤嶺な どの

主幹 に 欧米で rugose wood complex と して ま と め ら れ

て い る 4 病害のい ずれ か に 起因す る と 思わ れ る ス テ ム ピ

ツ テ イ ン グ症状が発生して 問題 と な っ て い る 。

本稿で は ， わ が国のブ ド ウ に 発生して い る ウ イ ル ス 病

お よ び ウ イ ロ イ ド に つ い て ， それ ら の発生状況 と 研究の

現状 を 紹介す る 。

I ウ イ ル ス 病

1 リ ー フ ロ ー ル病

世界中のプ ド ウ 産地 に 広 く 分布して お り ， ブ ド ウ の病
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害の中 で も 最 も 被害が大 き い も のの一つ で あ る 。 本病の

典型的 な病徴で あ る 葉巻 き 症状 は す で に 19 世紀中 ご ろ

に は ド イ ツ ， フ ラ ン ス で認め ら れて い た が， 病害 と して

の認識は な く ， 品種特有の も の と 思わ れ て い た 。 わ が国

で も 同様で葉巻 き 症状や早期紅葉 は早 く か ら 認 め ら れ て

お り ， その後の検定で も 栽培品種の多 く が感染して い る
こ と が確認 さ れた 。

病徽 : 症状 は 品種に よ っ て 異 な る が， 最 も 典型的な病

徴 を 現すのは欧州 系の黒粒種であ る 。 盛夏 を 過 ぎ る こ ろ

か ら 枝の基部近 く の葉 に 赤色の斑点が現れ， こ れが拡大

し， 第一， 二次支脈 に 沿 っ て 2�3 mm 幅 に 緑色の部分

を帯状 に 残して脈聞が赤変す る 。 葉 は肥厚しで も ろ い感

じ に な り ， 葉縁 は下方 に巻 き 込 む。 こ の症状 は枝の基部

か ら 順次先端の葉 に 及ぶ。 緑粒種で は葉巻 き 症状 は 示す

が， 赤変す る こ と は な く ， 退緑した り ， 黄変した り す

る 。 しかし， 果実の糖含量の低下， 熟期の遅延， 着色不

良や果房の発育不良 は， 程度 に 多少の差 は あ る が どの品

表 - 1 プ ド ウ か ら 検出 さ れて い る ウ イ ル ス

線虫伝澱性の ウ イ ルス ( 12 種類)
grapevine fanleaf virus' ， arabis mosaic virus， tomato black 
ring virus， raspberry ringspot virus， strawberry latent virus， 
grapevine chrome mosaic virusら artichoke Italian latent 
virus， grapevine Bulgarian latent virus， grapevine Tunisian 
ringspot virus， tomato rin哩spot virus， tobacco ringspot 
virus， peach rosette mosaic virus 

土壌菌伝鍛性の ウ イ ル ス (2 種類)
tobacco necrosis virus' ， tomato bushy stunt virus 

ア ブ ラ ム シ伝搬性の ウ イ ル ス (2 種類)
alfalfa mosaic virus， broad bean wilt virus 

ヨ コ パイ 伝搬性の ウ イ ルス (1 種類)
grapevinレe stunt virus噂

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ伝搬性の ウ イ ルス (3 種類)
grapevine leafroll associated virus 3ぺ grapevine virus Aへ
grapevine virus B 事

ウ イ ルス粒子は明 ら かに な っ て い る が， 媒介者不明の も の (10 種
類)

Joannes-Seyre virus， Bratislava mosaic virus， sowbane 
mosaic virus' ， tobacco mosaic virus， grapevine fieck virus， 
grapevine line pattern virus， grapevine aj inashika associat­
ed virusへ carnation mottle virus， grapevine berry inner 
necro目s VlruSへ grapevine leafrol l  associated viruses ( ー 1へ ー
2， -4， ー5， -6， 一7)

・ : わが国の ブ ド ウ か ら検出 さ れて い る も の
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表 - 2 Rugose wood complex の ブ ド ウ属指標植物上での反応

病名 St.George LN 33 Kober 5 BB 

Rupestris stem pitting P 
Corky bark P. G P. G. St. Rd. Sw 
Kober stem grooving G 
LN 33 stem grooving G 

P : pitting. G : grooving. St : stunting. Rd : '葉巻 き と 赤変. Sw : 
節聞の肥大

穏 に も 現れ る 。 台木品種で は無病徴の も のが多 い。

病 原 ウ イ ル ス : こ れ ま で に 擢 病 葉 の飾 部 組織 内 に

12 x 1 . 800�2 . 200 nm の 血 清 学 的 に 異 な る 7 種 類 の

closterov i rus グルー プ に 属 す る ひ も 状粒子 (grapev i ne

leafroJI - assoc i ated v i ruses : GLRa V - 1  �7) が 見 い だ

さ れ， 病原 と して関連づ げ ら れて い る (GUGERLI et aI . .  

1984 ; ROSCIGLlONE and GUGERLI， 1 986 ; Hu et aI . ， 1995 ; 

BOVEY and MARTELLI， 1992 ;  BOSCIA et aI . .  1995) 。 しかし

なが ら ， い ずれ も ブ ド ウ に対して病徴 を再現す る 戻し接

種に は未成功であ る 。 わ が国の リ ー フ ロ ー ル症状発現樹

か ら は ELISA 法 に よ り GLRaV- 1 と GLRaV-3 が検 出

さ れた が， 病原 と して さ ら に こ れ ら 以外の ウ イ ル ス の関

与 も 示唆 さ れ て い る (今回 ・ 家城， 1990) 。 い ずれ も 接

ぎ 木 で伝染 す る ほ か， GLRaV -3 が コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

(Planococcus ficus) に よ り ， GLRaV -2 が汁液接種 で

草本植物 に伝染す る こ と が報告 さ れて い る 。

2 Rugose wood complex 

前述の よ う に ， 欧米で は プ ド ウ の枝幹 に ス テ ム ピ ッ テ

ィ ン グ や ス テ ム グ ル ー ビ ン グ な ど を 生 ず る 病 害 を ，
rugose wood complex と して ま と め ， ブ ド ウ 属指標植

物 目的 rupestris St. George， hybr i d  LN33 (Couderc 

1613 X Thompson seedless) ，  Kober 5BB ( v.  berlan­

dieri X V. riparia) に対す る 反応、の違 い に よ り Rupes­

tr i s  stem p i tt i ng， Corky bark， Kober stem groov i ng， 

LN33 stem groov i ng の 4 病害 に 分 け て い る (表ー2) 。

しかしなが ら ， 各病害 に は特異的， 特徴的 な病徴が な い

た め ， 圃場 に お い て こ れ ら を 区別 す る こ と は 困 難 で あ

る 。 わが国で は Corky bark がわずかの品種で潜在感染

して い る こ と が知 ら れて い る 。

病徴 : 大部分の品種で樹勢の低下 を起 こ すのみ であ る

が， 一部の品種で は春先の発芽遅延 と 芽枯れ， 接 ぎ木部

上部の肥大， 樹皮の肥厚， コ ル ク 化組織の形成， 木部へ

の ピ ッ テ ィ ン グや グルー ビ ン グ， 葉巻 き ， 葉全体の黄変

や赤変 を生ず る 。

病原 ウ イ ル ス : 現在 ま での と こ ろ ， 表-3 の よ う に 2

種の closterov i rus 属 の ウ イ ル ス (GLRaV-2 と grape-

表 -3 Rugose wood complex か ら検出 さ れて い る ウ イ ル ス

Corky bark 権病樹か ら 検出 さ れて い る ウ イ ルス
grapevine virus A : trichovirus 属. 800 x I I  � 12 nm 
grapevine virus B : trichovirus 属. 800 nm 
grapevine leafrol l  - associated virus -2 : clost疋rovirus 属，

1 ， 440�2 ， 000 nm 
grapevine virus C : short closterovirus-like particles. 725 x 

10 nm 
Rupestris stem pitting 擢病樹か ら 検出 さ れて い る ウ イ ル ス

grapevine virus A 
capil lovirus-like particles : 600�700 nm 

Kober stem grooving 権病樹か ら 検出 さ れて い る ウ イ ルス
grapevine virus A 

LN 33 stem grooving 擢病樹か ら 検出 さ れて い る ウ イ ル ス
capil lovirus-l ike particles 

v ine v i rus C = GVC， GLRaV -2 は 以 前 grapev i ne

corky bark-assoc i ated v i rus と 呼 ばれて い た ) ， 2 積の

tr i chov i rus 属のウ イ ル ス (grapev i ne v i rus A = GVA， 

grapev i ne v i rus B = GVB) お よ び I 種の cap i llov i rus

属 と 恩わ れ る ウ イ ル ス が検出 さ れて い る が， い ずれ も 病

原 と して は 未確認 で あ る 。 しかしな が ら ， ELISA 法 や

草本検定 に よ っ て こ れ ら ウ イ ル ス と rugose wood 権病

樹 と の関連が調べ ら れ た 結果， Corky bark と GVB，

Kober stem groov i ng と GVA と の相関が高 い こ と が報

告 さ れて い る (BOSCIA et aI . .  1993 ; GARAU et aI . .  1993， 

1994) 。 わ が 国 に 発生して い る ス テ ム ピ ッ テ ィ ン グ症状

か ら は GVA と GVB が検 出 さ れ て い る が， こ れ ら ウ イ

ル ス と 本症状 と の相聞 は必ずし も 高 く は な し こ れ ら 以

外の ウ イ ル ス の関与が推測 さ れ て い る (今 田 ・ 浅利，

1996) 。

GVA が 4 種の コ ナ カ イ ガ ラ ム シ (Pseudococcus lon­

gisþinus， P. affinis， Planococcus citri， P. ficus) ， GVB 

が 2 種 の コ ナ カ イ ガ ラ ム シ (Pseudococcus affinis. 

Planococcus fic附) に よ り 伝搬 さ れ る こ と が報告 さ れて

い る が， わ が 国 で は こ れ ら に よ る 虫媒伝搬 は 未確認であ

る 。

3 え そ 果病

1984 年， 茨城県の巨峰 に その発生 が初記載 さ れ， そ

の後， 青森， 秋田， 栃木， 埼玉， 山梨の各県 に お い て も

発生が確認 さ れて い る 。 現在， 巨峰群 を はじめ キ ャ ンベ

ル ア ー リ ー， ス チ ュ ー ベ ンその他 い く つ かの品種で発生

が知 ら れて い る 。 本病 は 当 初， ブ ド ウ モ ザイ ク 病 と 称 さ

れて い た が， ブ ド ウ に は ほ か に ベ イ ン モ ザイ ク ， ク ロ ム

モ ザ イ ク ， ア ス テ ロ イ ド モ ザイ ク な ど類似の病名 が あ る

た め ， 1992 年 に 病原 ウ イ ル ス の果 実 への病原性が確認

さ れた 時点で， ブ ド ウ え そ果病 (grapev i ne berry i nner 
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necrosis) に 病名変更 さ れた (寺井 ・ 柳瀬， 1992) 。

病徴 : 葉や枝の病徴 は 品種 に よ っ て 多少異 な る 。 果実

の病徴 も 巨峰， ピ オ ー ネ ， 高尾， キ ャ ンベル ア ー リ ー な

どの一部 の 品種 に の み発生 し ， デ ラ ウ ェ ア ， 甲州， 甲斐

路な ど の 品種で は潜在感染す る 。 巨峰で は葉が小 さ く な

り ， 退緑黄色~ 白色の モ ザ イ ク 斑 を葉の一部 ま た は全体

に 生 じ ， 葉身 は し ば し ば波打 ち ， 奇形 と な る 。 新梢 は節

聞がつ ま り ， 黒緑色， 水浸状の筋状の斑紋 を そ の上 に 生

ず る 。 果実 は幼果の果面に 果 肉 内部 ま で達す る 濃緑色の

え死斑が入 る 。 こ れ は着色す る と ほ と ん どわ か ら な く な

る が， 肉質が柔 ら か く ， 糖度 も 低 く ， 品質が悪 く な り ，

収量 も 低下す る 。

病原 ウ イ ル ス : grapevine berry inner necrosis virus 

(GINV) は 740 X 12 nm の c1osterovirus グ ル ー プ に 属

す る ひ も 状粒子で (柳瀬， 1985 : 柳瀬 ら ， 1986 : 柳瀬 ・

寺井， 1987) ， ウ イ ル ス お よ び ウ イ ロ イ ド フ リ ー の 巨 峰

への戻 し接種 に よ り 葉お よ び果実 に病徴が再現 さ れた こ

と か ら ， 本病の病原 ウ イ ル ス で あ る こ と が証明 さ た 。

接 ぎ木伝染す る ほ か， 汁液で も 伝染す る 。 さ ら に ブ ド

ウ 園 で羅病樹の伐採跡地 に ウ イ ル ス フ リ ー苗 を植 え 付 け

た と こ ろ ， 数年以 内 に 発病 し た例 も あ る こ と か ら ， な ん

ら か の媒介生物 に よ る 伝搬が考 え ら れて い る が， 現在 ま

での と こ ろ 媒介者 は 明 ら か で は な い。

4 味無果病

1965 年 ご ろ か ら 山 梨県 の 甲 州 に 発生 し て 被害が知 ら

れて い る が， 甲斐路， デ ラ ウ エ ア ， 巨峰， ピ オ ー ネ ， ネ

オ マ ス カ ッ ト な ど の品種に も 発生 し て い る 。 山梨県では

擢病樹 を 年々 伐採淘汰 し て ウ イ ル ス フ リ ー苗 に更新 し て

お り ， 現在で は ほ と ん ど発病 を 見 な く な っ て い る 。

病徴 葉や枝 に は特別 の病徴 を現す こ と は な い が， 果

実の糖度が 3 � 5 度低下 し ， 成熟期 に な っ て も 着色が悪

く ， 糖酸比が小 さ く な り ， 食味 も か な り 劣 る の が特徴で

あ る 。 新梢 の生育や 果房 の 発育 が悪 く ， 挿 し 木苗 の 発

根， 発芽 も 悪 く な る 。

病原 ウ イ ル ス : 病原 に つ い て は 2 説 が提 唱 さ れ て い

る 。 一 つ は ブ ド ウ 属指標植物 を 用 い た 接 ぎ 木検定 の 結

果， リ ー フ ロ ー ル と フ レ ツ ク の両者の病原の重複感染 に

よ っ て起 こ る も の と 推定 さ れ (寺井 ・ 矢野， 1980) ， ウ

イ ル ス フ リ ー樹へ両者 を 重複接種 し て 病徴の再現 に 成功

し て い る (TERAI， 1991) 。 他 は羅病果実 の 果心部や果梗

の 箭 部 組 織 内 に 局 在 す る 径 約 28 nm の 球 状 粒 子

(grapevine aj inashika associated virus = GAaV) が病

原 で あ る と す る も の で あ り (難波 ら ， 1979) ， luteovir­

us グ ル ー プ に 属 す る こ と が示 唆 さ れ， そ の 諸性質 は

grapevine 自eck virus に似て い る が， 血清関係 は な い と

さ れて い る (NAMBA et al . ，  1991 ) 。 し か し な が ら ， 本 ウ

イ ル ス の プ ド ウ への戻 し 接種 は未成功 であ る 。 接 ぎ木で

伝染す る が， そ の他の伝染 は 知 ら れて い な い。

5 フ レ ッ ク

多 く の穂木品種や 台木の 品種が潜在感染 し て お り ， 世

界中 に 広 く 分布 し て い る 。 わ が国 で は 味無果病 の 病原の

ーっ と 考 え る 説が あ る 。

病徴 : ブ ド ウ 属 指標植物 St. George で は 第 3 ， 4 葉

脈に典型的 な透過 を生 じ る 。 激 し く 感染す る と 葉身が上

方 に 巻 き ， 奇形 に な る 。

病原 ウ イ ル ス : BOSCIA et al. ( 1991) は 筋部局在性の径

約 30 nm の 球状粒子 を フ レ ツ ク の 病 原 ウ イ ル ス と し，

grapevine fteck virus (GFkV) と し た 。 GFkV は 形態

的 に は tymovirus グ ル ー プ の ウ イ ル ス に ， ま た ，

grapevine asteroid mosaic の 随伴 ウ イ ル ス に も 類似 し

て い る と い わ れて い る が， 分類学的 に は未分類で あ る 。

接 ぎ 木 で伝染 す る が， そ れ以 外 の 伝染 は 知 ら れ て い な

し ミ。

6 萎縮病

1970 年 に 大分 県 で キ ャ ン ベ ル ア ー リ ー に 発生が知 ら

れ， そ の後， 岡 山， 秋田 ， 福 岡 で も 発生が認め ら れて い

る 。 キ ャ ンベ ル ア ー リ ー以外の 品種での発病 に つ い て は

明 ら か で は な い 。

病徽 : 展葉初期か ら 新梢の伸びが悪 く ， 特 に新梢の基

部か ら 5 � 6 節 ま での節聞が著 し く 短縮す る 。 こ れ ら の

節か ら 生ず る 葉 は葉縁の裂刻 を 欠 い て 下方 に 反転 し ， 葉

縁 は黄化か ら 褐変 し て早期落葉す る 。 花穂 は 小 さ く ， 花

振 い を 起 こ し ， 果実肥大 も 悪 く ， 無核小果粒 が 多 く な

る 。 新梢の萎縮症状 は 主枝， 亜主枝の先端ほ ど顕著で，

通常 7 月 ご ろ ま で見 ら れ る が， そ れ以降 は正常 な生育 に

戻 る 。 症状 は幼木時 に 激 し く 現れ る が， 樹齢が進 む に つ

れ軽 く な る 傾向 が あ る 。

病原 ウ イ ル ス : 擢病組織の飾部細胞内 に 局在す る 径約

25 nm の luteovirus グ ル ー プ に 属 す る と 思 わ れ る 球 状

粒子が病原 ウ イ ル ス と 考 え ら れ， ブ ド ウ 萎 縮 ウ イ ル ス

(grapevine stunt virus = GSV) と 命名 さ れ て い る (難

波 ら ， 1981 ) 。 し か し な が ら ， ブ ド ウ へ の 戻 し 接種 は 未

成功であ る 。 接 ぎ木伝染す る ほ か， フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ

イ に よ る 虫媒伝染が報告 さ れて い る 。 ま た ， ブ ド ウ 園 の

周 辺 に 自 生す る エ ビ ヅル に も 本病 の 発生が知 ら れ て お

り ， こ れが本病の伝染源 と な る も の と 推定 さ れて い る 。

H ウ イ ロ イ ド

ブ ド ウ に 広 く ウ イ ロ イ ド が 感 染 し て い る こ と が

SHIKATA et al. ( 1984) に よ っ て 明 ら か に さ れた が， プ ド
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表 - 4 プ ド ウ か ら 検出 さ れ て い る ウ イ ロ イ ド

グルー プ

1 
2 

3 

4 

ウ イ ロ イ ド

citrus exocortis viroid-grapevine (CEV d-g) 
Australian grapevine viroid (AGV d) 
Grapevine viroid-g (GVd-g) 
Grapevine yel low speckle viroid-l (GYSVd-l )  
Grapevine yellow speckle viroid-2 (GYSVd-2) 
Hop stunt viroid-grapevine mSVd-g) 

NR : no report 

ウ に対す る 病原性 に つ い て検討 さ れた 結果， リ ー フ ロ ー

ル， フ レ ッ ク に 単独感染 あ る い は 重複感染 し て い る ブ ド

ウ 樹や リ ー フ ロ ー ル， フ レ ツ ク ， Corky bark， フ ァ ン

リ ー フ な ど に 感染 し て い な い ブ ド ウ 樹か ら ウ イ ロ イ ド が

検出 さ れた こ と か ら ， ウ イ ロ イ ド は こ れ ら の ウ イ ル ス 病

と は関係が な い こ と が明 ら か に さ れた 。

そ の後， ブ ド ウ か ら 多 く の ウ イ ロ イ ド が検出 さ れて い

る が (表 4) ， そ れ ら の う ち オ ー ス ト ラ リ ア に 発生 し て

い る Yellow speckle の み が ウ イ ロ イ ド 病 と し て 確認 さ

れ て お り ， 他 は 発病せ ず に 潜在感染 し て い る と 考 え ら れ

て い る 。 わ が国 で は ， 現在 ま での と こ ろ yellow speckle 

の発生は認め ら れて い な し ミ。

お わ り に

以上述べた よ う に ， こ れ ま で リ ー フ ロ ー ル病か ら は 7

種類の closterovirus 属 の ウ イ ル ス ， rugose wood com­

plex か ら は 2 種 の closterovirus 属 2 種 の trichovir­

us 属 お よ び l 種の capillovirus 属 と 思わ れ る ウ イ ル ス ，

味 無 果 病， 萎 縮 病 か ら は luteovirus 属 と 思 わ れ る

GAaV， GSV が そ れ ぞ れ分離 さ れ て い る が， ブ ド ウ に

対す る 病原性 は確認 さ れて い な し ミ。 今後 は精製 し た ウ イ

ル ス を ブ ド ウ に戻 し接種 し， 症状が再現 さ れ る か ど う か

を確認す る こ と が必要であ る 。 ま た ， コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

塩基数 病 名 異 名

369 NR GVd-s 
369 NR AGVd 
NR NR GVd-g 
367 Yel low speckle GVd-f， GVd-l ，  GYSVd 
363 Yellow speckle GVd-2， GVd- l B 
298 NR GVd-3， HSVd-g (Riesling) 
297 NR GVd-3， HSVd-g (Japan) 

伝搬が報告 さ れ て い る GLRaV-3， GVA， GVB の 自 然

伝搬の確認， え そ 果 ウ イ ル ス の媒介者の探索， 病原性の

異 な る ウ イ ル ス 系統の存在 の 有無， な ど解明す べ き 課題

が多 く 残 さ れて い る 。
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